光源氏，須磨・明石の“月”―「淡路島の月」を中心に― by 余田 充
【
論
文
概
要
】
光
源
氏
の
須
磨
・
明
石
退
去
の
物
語
（
須
磨
巻
後
半
と
明
石
巻
）
は
、
離
京
前
の
源
氏
歌
「
ゆ
き
め
ぐ
り
つ
ひ
に
す
む
べ
き
月
か
げ
の
し
ば
し
曇
ら
む
空
な
な
が
め
そ
」
に
詠
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
身
の
退
去
を
月
の
運
行
や
月
影
の
清
澄
に
喩
え
、
失
脚
は
月
の
曇
っ
て
い
る
間
の
こ
と
だ
と
言
う
。
退
去
中
の
次
の
三
箇
所
の
「
月
」
の
描
写
場
面
を
取
り
上
げ
、
源
氏
の
意
識
の
あ
り
よ
う
を
考
察
す
る
。
①
須
磨
、
八
月
十
五
夜
仲
秋
。
源
氏
の
口
ず
さ
む
「
二
千
里
外
故
人
心
」
や
、
源
氏
詠
「
見
る
ほ
ど
ぞ
し
ば
し
な
ぐ
さ
む
め
ぐ
り
あ
は
む
月
の
都
は
遙
か
な
れ
ど
も
」
か
ら
、
都
と
須
磨
の
隔
絶
さ
れ
た
距
離
感
を
強
調
す
る
。
ま
た
白
居
易
の
詩
「
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
、
對
レ
月
憶
二
元
九
一
」
の
「
猶
ほ
恐
る
、
清
光
は
同
じ
く
見
ざ
る
を
、
江
陵
は
卑
湿
に
し
て
秋
陰
足
し
」
か
ら
、
月
は
澄
ん
で
い
な
い
も
の
と
思
量
さ
れ
る
。
②
明
石
、
翌
年
四
月
夕
月
夜
。
く
も
り
な
い
「
海
の
上
」
か
ら
「
故
里
の
池
水
」
を
想
い
出
す
。「
十
五
夜
」
と
題
す
る
躬
恒
歌
「
あ
は
と
遙
か
に
」
を
引
く
こ
と
に
よ
り
、
①
の
「
十
五
夜
」
と
照
応
し
て
い
る
。
源
氏
は
須
磨
か
ら
明
石
へ
浦
伝
い
し
、
畿
内
か
ら
畿
外
へ
移
っ
た
が
、
淡
路
島
を
眼
前
に
見
て
「
あ
は
と
見
る
淡
路
の
島
の
あ
は
れ
さ
へ
残
る
く
ま
な
く
澄
め
る
夜
の
月
」
と
詠
う
。
須
磨
よ
り
さ
ら
に
西
下
、
し
か
し
淡
路
島
の
月
は
清
澄
だ
っ
た
。
③
明
石
、
八
月
十
三
日
月
明
。「
入
江
の
月
影
」
に
つ
け
て
も
「
恋
し
き
人
」（
紫
上
）
を
想
い
出
し
、
②
の
紫
上
に
対
す
る
恋
心
を
増
長
さ
せ
る
。
③
の
「
八
月
十
三
日
」
は
①
の
「
八
月
十
五
夜
」
と
照
応
し
、
③
の
「
入
江
の
月
影
」
か
ら
「
恋
し
き
人
」
を
偲
ぶ
の
は
、
②
の
「
夕
月
夜
」
の
「
海
の
上
」
か
ら
「
故
里
の
池
水
」
を
想
い
出
す
の
に
照
応
す
る
。
②
・
③
の
、「
海
の
上
―
故
里
の
池
水
」
・
「
入
江
の
月
影
―
恋
し
き
人
」
の
関
係
は
、
源
氏
が
故
里
の
池
水
を
思
い
浮
か
べ
て
紫
上
の
不
在
を
嘆
く
も
の
だ
が
、
は
や
く
中
国
の
梁
・
虞
騫
「
視
月
」
詩
が
、「
庭
―
玉
潭
の
水
―
蛾
眉
の
月
」を
配
し
て
、
水
に
映
る
月
に
佳
人
を
重
ね
、
月
の
消
滅
に
佳
人
の
不
在
を
寓
す
る
詩
想
と
通
い
合
う
。
【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
光
源
氏
須
磨
明
石
月
淡
路
島
池
水
一
は
じ
め
に
光
源
氏
の
須
磨
・
明
石
退
去
の
物
語
（
須
磨
巻
後
半
と
明
石
巻
）
は
、
次
の
よ
う
に
纏
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
須
磨
ａ
三
月
二
十
余
日
深
更
、
源
氏
須
磨
へ
下
る
。
光
源
氏
、
須
磨
・
明
石
の

月

―
―
「
淡
路
島
の
月
」
を
中
心
に
―
―
余
田
充
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光
源
氏
、
須
磨
・
明
石
の

月

―
―
「
淡
路
島
の
月
」
を
中
心
に
―
―
一
〇
七
ｂ須
磨
の
夏
、
京
の
人
々
と
の
交
信
。
ｃ
須
磨
の
秋
・
冬
。
ｄ
翌
年
二
月
二
十
余
日
、
宰
相
中
将
の
訪
問
。
ｅ
三
月
上
巳
の
祓
、
雷
を
伴
う
暴
風
雨
。
明
石
ｆ
風
雨
止
む
、
源
氏
の
夢
に
故
桐
壺
院
が
現
れ
る
。
ｇ
翌
朝
、
明
石
入
道
、
源
氏
を
舟
で
須
磨
よ
り
明
石
に
迎
え
る
。
ｈ
四
月
、
明
石
入
道
、
娘
を
源
氏
に
勧
め
る
。
月
夜
、
源
氏
琴
を
弾
じ
入
道
と
語
る
。
ｉ
八
月
十
三
日
夜
、
源
氏
、
岡
辺
の
宿
を
訪
い
、
初
め
て
明
石
上
と
契
る
。
ｊ
翌
年
七
月
二
十
余
日
、
源
氏
に
赦
免
と
召
還
の
宣
旨
が
下
る
。
ｋ
八
月
十
五
日
、
源
氏
初
め
て
参
内
。
朱
雀
帝
・
東
宮
・
藤
壺
に
再
会
す
る
。
源
氏
は
須
磨
へ
出
発
す
る
前
、
紫
の
上
・
花
散
里
・
藤
壺
な
ど
を
訪
い
別
れ
の
挨
拶
を
し
た
。
花
散
里
と
は
次
の
よ
う
な
歌
を
詠
み
交
わ
し
て
い
る
。
（
花
散
里
）
月
か
げ
の
や
ど
れ
る
袖
は
せ
ば
く
と
も
と
め
て
も
見
ば
や
あ
か
ぬ
光
を
（
源
氏
）
ゆ
き
め
ぐ
り
つ
ひ
に
す
む
べ
き
月
か
げ
の
し
ば
し
曇
ら
む
空
な
な
が
め
そ
（
須
磨
・
二
一
注
1四）
嘆
く
花
散
里
に
対
し
て
、
源
氏
は
「
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
最
後
に
は
月
の
光
は
澄
む
は
ず
だ
。
し
ば
ら
く
の
間
だ
か
ら
、
心
配
し
て
物
思
い
を
な
さ
る
な
。
わ
が
身
も
時
が
来
れ
ば
晴
れ
て
帰
京
で
き
る
の
だ
か
ら
」
と
慰
め
る
。
贈
答
歌
は
「
月
か
げ
」
・
「
光
」
を
源
氏
に
喩
え
、
源
氏
歌
の
「
ゆ
き
め
ぐ
り
」
に
月
の
運
行
す
る
意
を
懸
け
る
。
火
「
月
」
は
、「
釋
名
曰
、
月
、
闕
也
、
満
則
缺
也
、
晦
、
灰
也
、
月
死
為
灰
、
月
光
盡
似
之
也
、
朔
、
蘇
也
、
月
死
復
蘇
生
也
、
弦
、
月
半
之
名
也
、
其
形
一
旁
曲
、
一
旁
直
、
若
張
弓
弦
也
、
望
、
月
満
之
名
也
、
日
月
遙
相
望
者
也
（
釋
名
に
曰
く
、
月
は
闕
か
火
な
り
。
満
つ
れ
ば
則
ち
缺
く
る
な
り
。
晦
は
灰
な
り
。
月
死
し
て
灰
と
為
る
。
月
光
尽
く
る
こ
と
之
に
似
た
り
。
朔
は
蘇
な
り
。
月
死
し
て
復
た
蘇
生
す
る
な
り
。
弦
は
月
半
ば
す
る
の
名
な
り
。
其
の
形
、
一
旁
は
曲
、
一
旁
は
直
。
弓
に
弦
を
張
る
が
若
き
な
り
。
望
は
月
満
つ
る
の
名
な
り
。
日
月
遙
か
に
相
望
む
者
な
り
）」（『
芸
文
類
聚
』
巻
第
一
・
天
部
上
・
月
）
と
あ
る
。
二
須
磨
の
秋
須
磨
で
わ
び
住
ま
い
す
る
源
氏
は
、
紫
上
・
藤
壺
・
朧
月
夜
な
ど
京
の
人
々
と
消
息
の
や
り
と
り
を
し
て
わ
ず
か
に
心
を
慰
め
た
が
、
秋
風
の
吹
く
頃
に
な
る
と
寂
寥
感
は
い
や
増
し
て
き
た
。
ｃ
月
の
い
と
は
な
や
か
に
さ
し
出
で
た
る
に
、
今
宵
は
十
五
夜
な
り
け
り
と
お
ぼ
し
出
で
て
、
殿
上
の
御
遊
び
恋
し
く
、
所
々
な
が
め
た
ま
ふ
ら
む
か
し
と
思
ひ
や
り
た
ま
ふ
に
つ
け
て
も
、
月
の
顔
の
み
ま
も
ら
れ
た
ま
ふ
。「
二
千
里
外
故
人
心
」
と
誦
じ
た
ま
へ
る
、
例
の
、
涙
も
と
ど
め
ら
れ
ず
。
入
道
の
宮
の
、「
霧
や
隔
つ
る
」
と
の
た
ま
は
せ
し
ほ
ど
、
言
は
む
か
た
な
く
恋
し
く
、
を
り
を
り
の
こ
と
思
ひ
出
で
た
ま
ふ
に
、
よ
よ
と
泣
か
れ
た
ま
ふ
。「
夜
ふ
け
は
べ
り
ぬ
」
と
聞
こ
ゆ
れ
ど
、
な
ほ
入
り
た
ま
は
ず
。
見
る
ほ
ど
ぞ
し
ば
し
な
ぐ
さ
む
め
ぐ
り
あ
は
む
月
の
都
は
遙
か
な
れ
ど
も
そ
の
夜
、
上
の
い
と
な
つ
か
し
う
昔
物
語
な
ど
し
た
ま
ひ
し
御
さ
ま
の
、
院
に
似
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
り
し
も
、
恋
し
く
思
ひ
出
で
き
こ
え
た
ま
ひ
て
、「
恩
賜
の
御
衣
は
今
こ
こ
に
あ
り
」
と
誦
じ
つ
つ
入
り
た
ま
ひ
ぬ
。
御
衣
は
ま
こ
と
に
身
放
た
ず
、
か
た
は
ら
に
置
き
た
ま
へ
り
。
（
須
磨
・
二
四
〇
）
光
源
氏
、
須
磨
・
明
石
の

月

―
―
「
淡
路
島
の
月
」
を
中
心
に
―
―
一
〇
八
源
氏
は
「
は
な
や
か
に
さ
し
出
」
た
月
を
見
て
、「
今
宵
は
十
五
夜
な
り
け
り
」
と
思
い
当
た
り
、
清
涼
殿
の
殿
上
の
間
で
の
管
絃
の
御
遊
を
恋
し
く
想
い
出
す
。「
月
の
顔
」
ば
か
り
じ
っ
と
見
つ
め
て
「
二
千
里
外
故
人
心
」
と
口
ず
さ
む
。
そ
し
て
桐
壺
院
没
後
、
一
昨
年
の
九
月
二
十
日
の
月
夜
に
藤
壺
が
源
氏
に
「
霧
や
隔
つ
る
」
と
歌
を
詠
み
か
け
た
こ
と
、
朱
雀
帝
が
親
し
く
昔
話
を
さ
れ
た
様
子
が
故
院
に
似
て
い
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
次
々
と
都
へ
思
い
を
馳
せ
て
い
る
。
藤
壺
が
「
霧
や
隔
つ
る
」
と
歌
を
詠
み
か
け
た
件
は
、
賢
木
巻
に
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
た
。
月
の
は
な
や
か
な
る
に
、
昔
か
う
や
う
な
る
を
り
は
、
御
遊
び
せ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
今
め
か
し
う
も
て
な
さ
せ
た
ま
ひ
し
な
ど
お
ぼ
し
い
づ
る
に
、
同
じ
御
垣
の
う
ち
な
が
ら
、
か
は
れ
る
こ
と
多
く
悲
し
。
九
重
に
霧
や
隔
つ
る
雲
の
上
の
月
を
は
る
か
に
思
ひ
や
る
か
な
と
、
命
婦
し
て
聞
こ
え
伝
へ
た
ま
ふ
。
（
賢
木
・
一
六
七
）
藤
壺
は
、
月
明
の
夜
、
亡
き
桐
壺
院
が
催
し
た
管
絃
の
御
遊
を
回
想
し
、「
霧
や
隔
つ
る
」（
昔
の
如
く
雲
の
上
の
月
を
眺
め
た
い
が
、
幾
重
に
も
霧
が
間
を
隔
て
て
い
る
た
め
か
、
月
影
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
）
と
、
右
大
臣
方
の
圧
迫
を
嘆
い
た
（「
月
」
は
冷
泉
帝
を
さ
す
）。
源
氏
は
須
磨
に
あ
っ
て
、
仲
秋
八
月
十
五
夜
に
藤
壺
と
同
じ
く
故
院
の
存
命
時
の
清
涼
殿
殿
上
の
間
で
の
詩
歌
や
管
絃
の
御
遊
を
偲
び
、
藤
壺
を
恋
し
く
想
い
出
し
な
が
ら
時
世
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
今
身
に
沁
み
て
感
じ
て
い
る
。
「
霧
」
は
、「
西
京
記
云
、
太
平
之
代
、
霧
不
塞
望
、
浸
淫
被
泊
而
已
（
西
京
記
に
へ
だ
お
ほ
云
は
く
、
太
平
の
代
、
霧
、
望
を
塞
て
ず
、
浸
淫
し
て
被
ひ
泊
ま
る
の
み
）」（『
初
学
記
』
巻
二
・
天
部
下
・
霧
）
と
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
「
二
千
里
外
故
人
心
」
は
、
元
和
五
年
（
八
一
〇
）
仲
秋
の
満
月
の
夜
、
翰
林
学
士
と
し
て
長
安
に
い
る
白
居
易
（
当
時
三
十
九
歳
）
が
江
陵
の
親
友
元
稹
（
三
十
二
歳
）
に
寄
せ
た
詩
「
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
、
對
レ
月
憶
二
元
九
一
」（『
白
氏
文
集
』
巻
十
四
・
〇
七
二
四
）
に
拠
る
。
元
稹
は
宦
官
と
衝
突
し
、
そ
の
年
の
三
月
に
左
遷
さ
れ
て
江
陵
（
湖
北
省
江
陵
県
）
に
い
た
。
銀
台
金
闕
夕
沈
沈
銀
台
金
闕
夕
べ
に
沈
沈
独
宿
相
思
在
翰
林
独
宿
相
い
思
う
て
翰
林
に
在
り
三
五
夜
中
新
月
色
三
五
夜
中
新
月
の
色
二
千
里
外
故
人
心
二
千
里
外
故
人
の
心
渚
宮
東
面
煙
波
冷
渚
宮
の
東
面
に
煙
波
は
冷
や
や
か
に
浴
殿
西
頭
鐘
漏
深
浴
殿
の
西
頭
に
鐘
漏
は
深
し
猶
恐
清
光
不
同
見
猶
ほ
恐
る
清
光
は
同
じ
く
見
ざ
る
を
お
ほ
江
陵
卑
湿
足
秋
陰
江
陵
は
卑
湿
に
し
て
秋
陰
足
注
2し
白
詩
は
都
の
白
居
易
が
江
陵
の
元
稹
を
憶
う
内
容
だ
が
、
物
語
は
須
磨
に
い
る
源
氏
が
遠
く
離
れ
た
都
の
昔
な
じ
み
の
女
人
た
ち
を
偲
び
、「
二
千
里
外
故
人
心
」
と
口
ず
さ
む
形
に
ア
レ
ン
ジ
し
捻
り
が
き
か
せ
て
あ
る
。
江
陵
・
渚
宮
（
春
秋
時
代
、
楚
の
国
の
離
宮
の
名
。
楚
の
都
で
あ
っ
た
郢
の
南
に
あ
っ
た
）
の
「
煙
波
（
水
辺
の
も
や
）
は
お
ほ
泠
や
や
か
に
」
・
「
卑
湿
に
し
て
秋
陰
（
秋
の
曇
天
）
足
し
」
は
、
須
磨
の
「
浦
波
、
夜
々
は
げ
に
い
と
近
く
聞
こ
え
て
」（
二
三
七
）に
水
辺
で
共
通
し
、「
独
宿
相
い
思
う
」
白
居
易
は
、「
ひ
と
り
目
を
さ
ま
し
て
」
・
「
思
ふ
か
た
よ
り
風
や
吹
く
ら
む
」（
二
三
七
）
と
紫
上
ら
を
思
い
や
る
源
氏
の
姿
に
重
な
る
。
長
安
の
夜
の
更
け
る
さ
ま
「
夕
べ
に
沈
沈
」
・
「
鐘
漏
は
深
し
」
は
、
須
磨
の
「「
夜
ふ
け
は
べ
り
ぬ
」
と
聞
こ
ゆ
れ
ど
」
（
二
四
〇
）
に
対
応
す
る
だ
ろ
う
。
白
居
易
は
元
稹
の
居
る
江
陵
の
土
地
柄
を「
猶
ほ
恐
る
、清
光
は
同
じ
く
見
ざ
る
を
、
江
陵
は
卑
湿
に
し
て
秋
陰
足
し
」
と
思
い
遣
っ
て
お
り
、
源
氏
が
須
磨
か
ら
眺
め
る
都
の
月
は
、
清
光
が
都
と
同
じ
よ
う
に
は
さ
や
か
に
は
見
え
な
い
、
つ
ま
り
澄
明
で
は
な
光
源
氏
、
須
磨
・
明
石
の

月

―
―
「
淡
路
島
の
月
」
を
中
心
に
―
―
一
〇
九
か
っ
た
―
と
読
め
る
。
月
は
所
を
分
か
た
ず
、
万
里
を
遍
く
照
ら
す
。
人
は
、
月
を
媒
介
に
し
て
遠
く
離
れ
て
い
る
友
や
故
郷
を
懐
か
し
む
。
南
朝
宋
・
謝
希
逸
「
月
賦
」
に
「
歌
曰
、
美
人
邁
兮
音
塵
闕
。
隔
千
里
兮
共
明
月
。
ゆ
か
（
歌
に
曰
く
、
美
人
邁
き
て
音
塵
闕
け
ぬ
。
千
里
を
隔
て
明
月
を
共
に
す
。）」（『
文
選
』
巻
十
三
）
と
あ
る
。
三
淡
路
島
の
月
須
磨
に
退
去
し
て
一
年
後
、
三
月
上
巳
の
日
、
源
氏
は
暴
風
雨
に
襲
わ
れ
る
。
風
雨
は
数
日
止
ま
ず
雷
鳴
を
伴
っ
た
。
よ
う
や
く
雨
が
止
ん
だ
夜
、
夢
枕
に
現
れ
た
故
桐
壺
院
か
ら
須
磨
を
去
る
よ
う
に
と
諭
さ
れ
、
翌
朝
や
は
り
夢
告
に
よ
っ
て
舟
を
仕
立
て
て
迎
え
に
来
た
明
石
入
道
に
応
じ
て
、
入
道
の
居
宅
に
移
る
。
こ
ろ
も
が
へ
ｈ
四
月
に
な
り
ぬ
。
更
衣
の
御
装
束
、
御
帳
の
帷
な
ど
、
よ
し
あ
る
さ
ま
に
し
出
づ
。
よ
ろ
づ
に
つ
か
う
ま
つ
り
い
と
な
む
を
、
い
と
ほ
し
う
、
す
ず
ろ
な
り
と
お
ぼ
せ
ど
、
人
ざ
ま
の
あ
く
ま
で
思
ひ
あ
が
り
た
る
さ
ま
の
あ
て
な
る
に
、
お
ぼ
し
ゆ
る
し
て
見
た
ま
ふ
。
京
よ
り
も
、
う
ち
し
き
り
た
る
御
と
ぶ
ら
ひ
ど
も
、
た
ゆ
み
な
く
多
か
り
。
の
ど
や
か
な
る
夕
月
夜
に
、
海
の
上
く
も
り
な
く
見
え
わ
た
れ
る
も
、
住
み
馴
れ
た
ま
ひ
し
故
里
の
池
水
に
思
ひ
ま
が
へ
ら
れ
た
ま
ふ
に
、
言
は
む
か
た
な
く
恋
し
き
こ
と
、
何
方
と
な
く
行
方
な
き
こ
こ
ち
し
た
ま
ひ
て
、
た
だ
目
の
前
に
見
や
ら
る
る
は
、
淡
路
島
な
り
け
り
。「
あ
は
と
遙
か
に
」
な
ど
の
た
ま
ひ
て
、
あ
は
と
見
る
淡
路
の
島
の
あ
は
れ
さ
へ
残
る
く
ま
な
く
澄
め
る
夜
の
月
久
し
う
手
触
れ
た
ま
は
ぬ
琴
を
、
袋
よ
り
取
り
出
で
た
ま
ひ
て
、
は
か
な
く
か
き
鳴
ら
し
た
ま
へ
る
御
さ
ま
を
、
見
た
て
ま
つ
る
人
も
や
す
か
ら
ず
、
あ
は
れ
に
悲
し
う
思
ひ
あ
へ
り
。
（
明
石
・
二
七
四
）
初
夏
の
の
ど
か
な
夕
月
夜
、「
海
の
上
」
が
明
る
く
見
渡
さ
れ
、「
故
里
の
池
水
」
か
と
思
い
紛
う
ば
か
り
に
見
え
た
。
眼
前
の
淡
路
島
を
見
て
「
あ
は
と
遙
か
に
」
と
口
ず
さ
み
、「
あ
は
と
見
る
淡
路
の
島
の
あ
は
れ
さ
へ
残
る
く
ま
な
く
澄
め
る
夜
の
月
」
と
詠
う
。
「
あ
は
と
遙
か
に
」
は
凡
河
内
躬
恒
の
詠
、
十
五
夜
月
あ
は
ち
に
て
あ
は
と
は
る
か
に
み
し
月
の
ち
か
き
今
夜
は
と
こ
ろ
か
ら
か
も
（
躬
恒
注
3Ⅴ〔
正
保
版
本
「
歌
仙
家
集
」〕
一
〇
二
。
新
古
今
・
雑
上
・
一
五
一
五
、
題
し
ら
ず
―
躬
恒
。
新
古
今
は
結
句
「
心
か
ら
か
も
」
と
す
る
伝
本
も
あ
る
）
の
第
二
句
に
拠
る
。
躬
恒
歌
「
あ
は
ち
に
て
」
に
つ
い
て
、
高
松
宮
本
『
新
古
今
和
歌
集
註
』
は
次
の
よ
う
に
注
し
て
い
る
。
あ
は
と
云
詞
は
あ
れ
は
と
云
心
也
、
あ
れ
は
都
の
月
よ
と
は
る
か
に
見
し
也
、
都
に
帰
て
見
れ
は
月
も
あ
き
ら
か
に
ち
か
く
み
ゆ
る
と
な
り
、
月
は
都
の
空
に
て
み
れ
は
一
入
さ
や
け
き
と
云
事
唐
の
哥
に
も
有
注
4也
躬
恒
は
延
喜
二
十
一
年
（
九
二
一
）
正
月
淡
路
権
掾
に
任
ぜ
ら
れ
（『
作
者
部
類
』）、
同
国
に
い
た
。
躬
恒
歌
「
あ
は
ち
に
て
」
は
、
任
終
え
て
帰
京
後
、
延
長
三
年
（
九
二
五
）
頃
の
八
月
十
五
夜
の
詠
で
、
明
月
を
仰
い
で
、「
淡
路
で
は
遙
か
遠
く
に
見
た
月
だ
が
、
都
で
見
る
満
月
は
や
は
り
澄
ん
で
冴
え
渡
っ
て
い
る
」
と
感
慨
に
ふ
け
っ
て
い
る
趣
の
歌
だ
ろ
う
。
源
氏
詠
「
あ
は
と
見
る
淡
路
の
島
の
あ
は
れ
さ
へ
残
る
く
ま
な
く
澄
め
る
夜
の
月
」
光
源
氏
、
須
磨
・
明
石
の

月

―
―
「
淡
路
島
の
月
」
を
中
心
に
―
―
一
一
〇
に
つ
い
て
、
本
居
宣
長
『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
は
次
の
よ
う
に
注
し
て
い
る
。
あ
は
と
の
意
、
拾
遺
に
く
は
し
く
い
へ
る
が
如
し
、
猶
又
や
ま
と
物
語
に
も
、
は
ま
千
鳥
と
び
ゆ
く
か
ぎ
り
有
け
れ
ば
雲
た
つ
山
を
あ
は
と
こ
そ
見
れ
、
人
ま
ろ
集
と
い
ふ
物
に
も
、
梢
の
み
あ
は
と
見
え
つ
ゝ
は
ゝ
き
ゞ
の
本
を
も
と
よ
り
見
る
人
ぞ
な
き
な
ど
も
有
り
、
は
や
く
の
抄
ど
も
は
、
此
詞
を
し
ら
ず
し
て
、
み
だ
り
に
カ
レ
注
せ
ら
れ
た
る
物
也
、
さ
て
こ
ゝ
の
歌
の
初
句
は
、
か
の
躬
恒
が
、
彼
は
と
見
た
り
し
を
い
ひ
て
、
今
源
氏
君
の
、
み
づ
か
ら
見
給
ふ
を
か
ね
た
る
也
。
さ
る
故
に
見
し
と
い
は
ず
し
て
、
見
る
と
は
い
へ
り
、
三
の
句
の
さ
へ
は
、
か
の
躬
恒
が
あ
は
と
見
し
時
の
あ
は
れ
さ
へ
也
、
上
に
あ
は
と
は
る
か
に
と
、
誦
し
給
へ
る
、
こ
れ
其
時
の
あ
は
れ
を
思
ひ
や
り
給
へ
る
も
の
也
、
拾
遺
、
此
さ
へ
の
注
は
誤
注
5也
『
玉
の
小
櫛
』
の
説
く
と
こ
ろ
を
纏
め
る
と
、
1
契
沖
『
源
註
拾
遺
注
6』も
詳
述
し
て
い
る
よ
う
に
、「
あ
は
と
」
は
「
か
れ
は
と
」
の
意
に
「
阿
波
門
」（
鳴
門
海
峡
）
の
意
を
添
え
た
も
の
で
あ
る
。「
泡
」
の
意
は
な
い
。
古
い
源
氏
注
釈
書
は
、「
あ
は
と
」
と
い
う
詞
を
知
ら
な
い
た
め
に
妄
り
に
注
し
て
い
る
。
2
初
句
「
あ
は
と
見
る
」
は
、
躬
恒
が
月
を
「
あ
は
と
は
る
か
に
み
し
」
を
言
い
、か
つ
今
源
氏
自
身
も
月
を
見
て
い
る
意
を
、兼
ね
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
3
第
三
句
「
あ
は
れ
さ
へ
」
の
「
さ
へ
」
は
、
昔
躬
恒
が
都
の
月
を
「
あ
は
と
は
る
か
に
み
し
」
時
の
あ
は
れ
さ
へ
、
の
意
で
あ
る
。『
源
註
拾
遺
』
の
「
さ
へ
」
の
注
7注は
誤
り
で
あ
る
。
2
・
3
に
特
に
注
意
し
て
歌
意
を
取
る
と
、「
眼
前
に
浮
か
ぶ
淡
路
島
を
望
む
と
、
島
影
の
み
な
ら
ず
、
昔
か
の
躬
恒
が
「
あ
れ
は
」
と
望
郷
の
思
い
で
都
の
月
を
眺
め
た
そ
の
時
の
あ
わ
れ
さ
え
も
、
残
ら
ず
照
ら
し
出
す
今
宵
の
月
よ
」
と
な
る
。
源
氏
は
自
身
の
懐
郷
の
情
に
、
昔
躬
恒
が
淡
路
島
か
ら
都
の
月
を
仰
い
で
「
あ
れ
は
」
と
眺
め
た
郷
愁
を
重
ね
て
い
る
。
須
磨
か
ら
明
石
に
移
っ
た
源
氏
は
、
明
石
か
ら
直
接
都
の
月
を
望
む
の
で
は
な
く
、
明
石
海
峡
を
隔
て
て
南
一
里
に
相
対
す
る
淡
路
島
の
月
を
仰
ぎ
、
か
の
躬
恒
が
「
あ
は
と
は
る
か
に
」
と
都
の
月
を
仰
い
だ
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
ま
た
捻
り
が
利
か
せ
て
あ
る
よ
う
だ
。
律
令
時
代
、
摂
津
国
は
畿
内
、
山
陽
道
の
東
端
に
位
置
す
る
播
磨
国
は
畿
外
（
大
化
改
新
の
詔
で
、
畿
内
の
西
端
を
「
赤
石
の
櫛
注
8淵」
と
定
め
て
い
る
）。
淡
路
は
南
海
道
の
下
国
で
あ
る
。
『
万
葉
集
』
で
は
旅
歌
と
し
て
、
明
石
や
淡
路
島
が
よ
く
詠
ま
れ
る
。「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
旅
歌
八
首
」（
巻
三
・
二
四
九
〜
二
五
六
）
中
に
、「
明
石
（
大
）
門
」
は
、
と
も
し
び
燈
火
の
明
石
大
門
に
入
ら
む
日
や
漕
ぎ
別
れ
な
む
家
の
あ
た
り
見
ず
（
二
五
四
）
あ
ま
ざ
か
な
が
ち
天
離
る
鄙
の
長
道
ゆ
恋
ひ
来
れ
ば
明
石
の
門
よ
り
大
和
島
見
ゆ
（
二
五
五
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
潮
流
が
激
し
く
変
わ
る
明
石
海
峡
は
つ
ね
に
波
の
危
険
に
脅
か
さ
れ
て
い
た
。
難
関
明
石
海
峡
を
出
る
と
舟
は
畿
内
を
離
れ
、
異
郷
に
向
か
っ
て
去
っ
て
行
き（
二
五
四
）、
逆
に
筑
紫
か
ら
上
京
す
る
際
は
明
石
海
峡
ま
で
来
れ
ば
大
和
の
山
々
が
見
え
家
郷
に
近
づ
い
た
こ
と
を
実
感
し
た
（
二
五
五
）。
海
路
で
は
淡
路
す
な
わ
ち
「
明
石
海
峡
が
畿
外
と
畿
内
と
を
分
け
る
海
坂
（
海
の
境
注
9界）」
だ
っ
た
。
源
氏
は
須
と
っ
く
に
磨
か
ら
明
石
へ
「
浦
伝
ひ
」
し
た
。
畿
内
か
ら
畿
外
つ
ま
り
外
国
（
四
方
国
）
に
超
え
た
の
で
あ
る
。
律
令
官
人
に
と
っ
て
外
国
は
異
郷
の
地
「
天
離
る
鄙
（
夷
）」
で
あ
っ
た
。
官
職
を
剥
奪
さ
れ
自
ら
離
京
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
源
氏
に
と
っ
て
は
、
耐
え
ら
れ
な
い
西
下
で
は
な
か
っ
た
か
。
光
源
氏
、
須
磨
・
明
石
の

月

―
―
「
淡
路
島
の
月
」
を
中
心
に
―
―
一
一
一
四淡
路
の
島
の
あ
は
れ
躬
恒
は
系
譜
・
生
没
と
も
に
未
詳
。『
作
者
部
類
』
に
は
彼
を
「
五
位
。
先
祖
不
詳
淡
路
権
掾
。
凡
河
内
諶
利
男
。
延
喜
廿
一
年
正
月
卅
日
任
淡
路
権
掾
」
と
伝
え
る
が
確
か
で
な
い
。
寛
平
六
年
（
八
九
四
）
二
月
甲
斐
少
目
、
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
正
月
丹
波
権
目
、
同
十
一
年
（
九
一
一
）
正
月
和
泉
権
掾
、
同
二
十
一
年
（
九
二
一
）
正
月
淡
路
権
掾
な
ど
を
歴
任
。
躬
恒
の
官
吏
生
活
は
ほ
ぼ
三
十
年
に
及
ぶ
。
そ
の
間
、
任
和
泉
権
掾
か
ら
淡
路
権
掾
の
任
果
て
ま
で
、
十
年
以
上
も
地
方
の
三
等
官
に
止
ま
っ
て
お
り
卑
官
で
あ
っ
た
。
躬
恒
に
は
わ
が
身
の
不
遇
を
託
つ
沈
淪
の
歌
も
多
い
。
イ
い
つ
こ
と
も
は
る
の
ひ
か
り
は
わ
か
な
く
に
ま
た
み
よ
し
の
ゝ
や
ま
は
ゆ
き
ふ
る
（
躬
恒
Ⅳ
・
四
二
七
。
後
撰
・
春
上
・
一
九
）
ロ
人
に
つ
く
た
よ
り
た
に
な
し
大
あ
ら
き
の
杜
の
し
た
な
る
草
の
身
な
れ
は
（
躬
恒
Ⅱ
・
一
九
七
。
後
撰
・
雑
二
・
一
一
八
六
）
ハ
お
ほ
あ
ら
き
の
杜
の
し
た
な
る
か
け
草
は
い
つ
し
か
と
の
み
ひ
か
り
を
そ
ま
つ
（
躬
恒
Ⅴ
・
四
三
）
ニ
い
つ
み
に
て
し
つ
み
は
て
ぬ
と
お
も
ひ
し
を
今
日
そ
あ
ふ
み
に
う
か
ふ
へ
ら
な
る
（
躬
恒
Ⅳ
・
一
六
八
）
イ
は
、
延
喜
の
御
時
、
御
厨
子
所
に
仕
え
て
い
る
頃
、
沈
淪
を
嘆
き
「
あ
る
ひ
と
」
に
贈
っ
た
歌
。『
後
撰
』
は
、
天
皇
に
御
覧
に
入
れ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
、
あ
る
蔵
人
に
託
し
た
歌
（
詞
書
「
…
…
御
覧
ぜ
さ
せ
よ
と
お
ぼ
し
く
て
、
あ
る
蔵
人
に
お
く
り
て
侍
り
け
る
十
二
首
が
う
ち
」）
と
す
る
。
ロ
は
、
藤
原
兼
輔
の
ひ
き
に
よ
る
官
位
の
上
昇
を
期
し
、
友
人
の
貫
之
を
通
し
て
、
兼
輔
の
家
に
名
簿
を
奉
る
際
に
、
貫
之
に
贈
っ
た
歌
。
ハ
も
、
同
様
に
「
お
ほ
あ
ら
き
の
杜
の
し
た
な
る
か
け
草
」
を
詠
ん
で
お
り
、
権
門
に
つ
て
の
な
い
不
遇
を
嘆
い
て
い
る
。ニ
は
、
延
喜
十
六
年
（
九
一
六
）
九
月
廿
二
日
の
宇
多
院
石
山
御
幸
の
際
、
近
江
介
兼
輔
か
ら
の
願
望
で
に
わ
か
に
駆
け
つ
け
、
屏
風
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
卑
官
の
身
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
宇
多
法
皇
や
兼
輔
の
恩
顧
を
受
け
て
、
著
名
な
歌
会
・
歌
合
に
も
名
を
つ
ら
ね
、
専
門
歌
人
と
し
て
の
評
価
は
高
ま
っ
た
。
任
淡
路
権
掾
は
躬
恒
の
三
十
年
間
の
官
吏
生
活
の
最
後
を
飾
る
も
の
で
あ
り
、
老
齢
の
身
で
務
め
を
果
し
た
上
は
、
何
と
し
て
も
無
事
に
都
に
戻
り
た
い
と
い
う
願
い
は
強
か
っ
た
ろ
う
。
淡
路
権
掾
が
極
官
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
五
位
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
か
。
あ
は
ぢ
の
ま
つ
り
ご
と
人
の
任
は
て
て
の
ぼ
り
ま
う
で
き
て
の
こ
ろ
、
兼
輔
朝
臣
の
あ
は
た
の
家
に
て
み
つ
ね
ひ
き
て
う
ゑ
し
人
は
む
べ
こ
そ
老
い
に
け
れ
松
の
こ
だ
か
く
成
り
に
け
る
か
な
（
後
撰
・
雑
一
・
一
一
〇
七
。
躬
恒
Ⅰ
・
一
七
）
こ
の
歌
は
、
延
長
三
年
（
九
二
五
）
春
頃
か
、
淡
路
権
掾
の
任
果
て
て
帰
京
後
早
々
に
、
恩
顧
を
被
っ
て
い
る
兼
輔
の
粟
田
の
家
に
赴
き
、
無
事
に
任
を
果
た
し
た
報
告
と
お
礼
を
述
べ
て
い
る
。「
ひ
き
て
う
ゑ
し
人
」
は
躬
恒
、「
松
」
は
兼
輔
を
喩
え
た
も
の
か
。
躬
恒
は
わ
が
身
を
「
老
い
に
け
れ
」
と
嘆
い
て
い
る
。
そ
の
後
、
間
も
な
く
し
て
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
る
の
が
、
明
石
で
源
氏
が
口
ず
さ
ん
だ
「
あ
は
ち
に
て
」
の
詠
で
あ
る
。
歌
人
と
し
て
は
は
な
ば
な
し
か
っ
た
が
、
出
自
が
低
く
て
卑
官
で
あ
っ
た
躬
恒
の
最
晩
年
の
詠
歌
を
、
源
氏
は
「
あ
は
と
遙
か
に
」
と
想
起
し
た
こ
と
に
な
る
。
光
源
氏
、
須
磨
・
明
石
の

月

―
―
「
淡
路
島
の
月
」
を
中
心
に
―
―
一
一
二
五八
月
十
三
夜
続
い
て
ｉ
に
進
も
う
。
娘
の
将
来
に
つ
い
て
明
石
入
道
か
ら
打
ち
明
け
ら
れ
た
源
氏
は
、
思
い
合
わ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
娘
へ
の
関
心
を
示
す
。
秋
に
な
り
、
独
り
寝
を
託
つ
源
氏
が
明
石
上
と
の
対
面
を
望
ん
だ
が
、
彼
女
は
応
じ
な
い
。
女
は
数
な
ら
ぬ
身
の
程
を
思
い
、
親
は
二
人
の
仲
を
憂
慮
す
る
。
八
月
十
三
日
月
明
の
夜
、
入
道
は
源
氏
に
「
あ
た
ら
夜
の
」
と
呼
び
か
け
る
。「
あ
た
ら
夜
の
」
は
「
あ
た
ら
夜
の
月
と
花
と
を
お
な
じ
く
は
あ
は
れ
し
れ
ら
ん
人
に
見
せ
ば
や
」（『
後
撰
』
春
下
・
一
〇
三
、
月
の
お
も
し
ろ
か
り
け
る
夜
、
は
な
を
見
て
―
源
さ
ね
あ
き
ら
）
の
初
句
に
拠
る
。
ｉ
忍
び
て
よ
ろ
し
き
日
見
て
、
母
君
の
と
か
く
思
ひ
わ
づ
ら
ふ
を
聞
き
入
れ
ず
、
弟
子
ど
も
な
ど
に
だ
に
知
ら
せ
ず
、
心
一
つ
に
立
ち
ゐ
、
か
か
や
く
ば
か
り
し
つ
ら
ひ
て
、
十
三
日
の
月
の
は
な
や
か
に
さ
し
出
で
た
る
に
、
た
だ「
あ
た
ら
夜
の
」
と
聞
こ
え
た
り
。
君
は
、
好
き
の
さ
ま
や
と
お
ぼ
せ
ど
、
御
直
衣
た
て
ま
つ
り
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
て
、
夜
ふ
か
し
て
出
で
た
ま
ふ
。
御
車
は
二
な
く
作
り
た
れ
ど
、
所
狭
し
と
て
、御
馬
に
て
出
で
た
ま
ふ
。惟
光
な
ど
ば
か
り
を
さ
ぶ
ら
は
せ
た
ま
ふ
。
や
や
遠
く
入
る
所
な
り
け
り
。道
の
ほ
ど
も
、四
方
の
浦
々
見
わ
た
し
た
ま
ひ
て
、
思
ふ
ど
ち
見
ま
ほ
し
き
入
江
の
月
影
に
も
、
ま
づ
恋
し
き
人
の
御
こ
と
を
思
ひ
出
で
き
こ
え
た
ま
ふ
に
、
や
が
て
馬
引
き
過
ぎ
て
お
も
む
き
ぬ
べ
く
お
ぼ
す
。
か
け
秋
の
夜
の
つ
き
げ
の
駒
よ
わ
が
恋
ふ
る
雲
居
を
翔
れ
時
の
間
も
見
む
と
、
う
ち
ひ
と
り
ご
た
れ
た
ま
ふ
。
（
明
石
・
二
八
八
）
入
道
の
招
き
に
応
じ
、
源
氏
は
馬
を
駆
っ
て
明
石
上
の
い
る
岡
辺
の
宿
に
向
か
う
。
「
四
方
の
浦
々
」
を
見
渡
し
、「
入
江
の
月
影
」
に
つ
け
て
も
、
真
っ
先
に
「
恋
し
き
人
」
の
こ
と
を
想
い
出
し
、「
秋
の
夜
の
つ
き
げ
の
駒
よ
わ
が
恋
ふ
る
雲
居
を
翔
れ
時
の
間
も
見
む
」
と
口
ず
さ
む
。
以
上
、
須
磨
の
ｃ
、
明
石
の
ｈ
・
ｉ
の
三
つ
の
場
面
を
見
て
き
た
が
、
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ｃ
は
、
須
磨
退
去
後
、
初
め
て
迎
え
た
仲
秋
八
月
「
十
五
夜
」。
源
氏
は
明
月
を
眺
め
て
、
禁
中
の
月
の
宴
・
殿
上
の
管
絃
の
宴
、
都
の
親
し
い
女
人
の
こ
と
を
想
い
出
し
懐
旧
に
ふ
け
る
。「
月
の
都
」
は
遙
か
に
遠
い
（
京
へ
帰
れ
る
と
き
も
遙
か
先
）
が
、
月
を
眺
め
て
い
る
間
は
し
ば
ら
く
心
が
慰
め
ら
れ
た
。
ｈ
は
、
翌
年
四
月
の
「
夕
月
夜
」。
曇
り
な
い
明
石
の
「
海
の
上
」
が
「
故
里
の
池
水
」
に
見
え
、
昨
年
三
月
二
十
余
日
、
須
磨
へ
旅
立
つ
日
の
、
紫
上
と
の
悲
し
い
別
れ
を
想
い
出
す
（
後
述
）。
都
は
遙
か
遠
い
が
、
澄
む
月
の
下
に
明
石
か
ら
淡
路
島
は
「
目
の
前
」
に
さ
や
か
に
見
渡
せ
た
。「
十
五
夜
」
と
題
す
る
躬
恒
歌
「
あ
は
と
遙
か
に
」
を
源
氏
が
口
ず
さ
む
こ
と
に
よ
り
、
ｃ
の
「
十
五
夜
」
と
照
応
す
る
。
ｉ
は
、
ｈ
と
同
年
の
八
月
「
十
三
日
の
月
」
の
夜
。
入
道
の
招
き
に
応
じ
浜
の
館
か
ら
岡
辺
の
宿
に
向
か
う
途
中
、「
入
江
の
月
影
」
に
「
恋
し
き
人
」
を
想
い
、
心
は
都
か
け
へ
と
憧
れ
る
。
源
氏
詠
「
秋
の
夜
の
つ
き
げ
の
駒
よ
わ
が
恋
ふ
る
雲
居
を
翔
れ
時
の
間
も
見
む
」
に
つ
い
て
、『
細
流
抄
』
は
「
物
語
の
餘
情
ふ
か
き
物
也
」
と
認
め
つ
つ
「
都
へ
あ
く
か
れ
て
出
て
た
き
の
よ
し
也
。
此
段
物
語
の
か
ざ
り
に
か
け
注
10り」
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
岡
辺
の
宿
に
向
か
い
か
け
た
源
氏
の
心
が
急
に
都
に
向
き
直
る
と
こ
ろ
が
眼
目
な
の
だ
ろ
う
。
ｈ
の
「
言
は
む
か
た
な
く
恋
し
き
こ
と
、
何
方
と
な
く
行
方
な
き
こ
こ
ち
し
た
ま
ひ
て
」
は
、
躬
恒
歌
「
わ
が
こ
ひ
は
ゆ
く
へ
も
し
ら
ず
は
て
も
な
し
逢
ふ
を
限
と
思
ふ
ば
か
り
ぞ
」（
古
今
・
恋
二
・
六
一
一
、
題
し
ら
ず
）
を
踏
む
が
、
ｉ
は
こ
の
引
歌
の
源
氏
の
恋
心
を
増
長
さ
せ
て
い
る
。
八
月
「
十
三
日
」
は
ｃ
の
八
月
「
十
五
夜
」
と
照
応
し
、「
入
江
の
月
影
」
に
「
恋
し
き
人
」
を
想
い
出
す
の
は
、
ｈ
の
「
海
の
上
」
を
見
渡
し
て
「
故
里
の
池
水
」
を
想
い
出
す
の
に
照
応
す
る
。
ｃ
・
ｈ
・
ｉ
い
ず
れ
も
「
月
」
や
月
下
の
「
水
（
海
・
浦
・
入
江
）」
が
源
氏
に
故
郷
の
「
池
水
」
や
「
恋
し
き
人
」（
所
々
）
を
想
い
出
さ
せ
て
い
る
。
光
源
氏
、
須
磨
・
明
石
の

月

―
―
「
淡
路
島
の
月
」
を
中
心
に
―
―
一
一
三
「
月
」
は
、「
淮
南
子
曰
、
月
、
天
之
使
也
、
積
陰
之
寒
氣
、
大
者
為
水
、
水
氣
之
精
者
為
月
（
淮
南
子
に
曰
く
、
月
は
天
の
使
な
り
、
積
陰
の
寒
氣
、
大
な
る
者
は
水
と
為
り
、
水
氣
の
精
な
る
者
は
月
と
為
る
）」
と
。
ま
た
「
舊
曆
説
曰
、
日
猶
火
也
、
月
猶
水
也
、
火
則
施
光
、
水
則
含
影
…
…
」（
舊
曆
説
に
曰
く
、
日
は
猶
ほ
火
の
ご
と
き
な
り
、
月
は
猶
ほ
水
の
ご
と
き
な
り
、
火
は
則
ち
光
を
施
し
、
水
は
則
ち
影
を
含
む
…
…
）」（『
芸
文
類
聚
』
・
第
一
・
天
部
上
・
月
）
と
あ
る
。
六
故
里
の
池
水
さ
て
、
先
の
ｈ
の
件
で
、
源
氏
は
明
石
の
海
を
見
て
故
郷
の
二
条
院
の
池
水
を
思
い
浮
か
べ
、
都
恋
し
さ
を
つ
の
ら
せ
た
。
庭
の
池
は
伝
統
的
に
海
を
表
す
も
の
で
あ
り
、『
作
庭
記
』
に
も
「
石
を
た
つ
る
に
ハ
や
う
や
う
あ
る
べ
し
」
と
し
て
「
大
海
の
や
う
大
河
の
や
う
山
河
の
や
う
沼
池
の
や
う
葦
手
の
や
う
等
な
注
11り」
と
、「
大
海
の
や
う
」
を
第
一
に
挙
げ
て
い
る
。
源
氏
は
二
条
院
の
池
水
に
ど
の
よ
う
な
思
い
出
を
残
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
源
氏
の
私
邸
二
条
院
は
、
も
と
母
桐
壺
更
衣
の
里
邸
で
、
源
氏
は
そ
こ
で
生
ま
れ
た
。
元
服
し
て
葵
上
と
結
婚
後
、
父
桐
壺
帝
の
命
に
よ
り
改
築
さ
れ
た
。
里
の
殿
は
、
修
理
職
、
内
匠
寮
に
宣
旨
く
だ
り
て
、
二
な
う
改
め
造
ら
せ
た
ま
ふ
。
も
と
の
木
立
、
山
の
た
た
ず
ま
ひ
、
お
も
し
ろ
き
所
な
り
け
る
を
、
池
の
心
広
く
し
な
し
て
、
め
で
た
く
造
り
の
の
し
る
。
か
か
る
所
に
、
思
ふ
や
う
な
ら
む
人
を
す
ゑ
て
住
ま
ば
や
と
の
み
、
嘆
か
し
う
お
ぼ
し
わ
た
る
。
（
桐
壺
・
四
〇
）
も
と
も
と
立
木
や
築
山
の
配
置
な
ど
風
情
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
立
地
条
件
を
巧
妙
に
活
か
し
て
、
特
に
池
を
広
く
造
り
直
し
て
景
趣
に
富
ん
だ
も
の
と
し
た
。
源
氏
は
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
愛
す
る
人
を
住
ま
わ
せ
た
い
と
念
じ
て
い
る
。
源
氏
十
八
歳
冬
、
源
氏
の
許
に
迎
え
取
ら
れ
た
ば
か
り
の
幼
い
紫
上
が
目
に
し
た
二
条
院
の
庭
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
東
の
対
に
わ
た
り
た
ま
へ
る
に
、
立
ち
出
で
て
、
庭
の
木
立
、
池
の
方
な
ど
の
ぞ
き
た
ま
へ
ば
、
霜
枯
れ
の
前
栽
、
絵
に
描
け
る
や
う
に
お
も
し
ろ
く
て
、
見
も
知
ら
ぬ
四
位
五
位
こ
き
ま
ぜ
に
、
隙
な
う
出
で
入
り
つ
つ
、
げ
に
を
か
し
き
所
か
な
と
お
ぼ
す
。
（
若
紫
・
二
三
七
）
明
石
巻
の
先
の
ｈ
の
場
面
以
前
で
は
、
二
条
院
の
池
（
水
）
に
つ
い
て
記
述
が
あ
る
の
は
、以
上
の
二
例
の
み
で
あ
る
。そ
こ
に
は
池
に
ま
つ
わ
る
源
氏
と
紫
上
ふ
た
り
の
、
具
体
的
な
暮
ら
し
ぶ
り
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
源
氏
が
「
故
里
の
池
水
」
を
想
い
出
し
た
の
は
、
須
磨
に
出
立
す
る
日
の
紫
上
と
の
別
離
が
無
性
に
辛
く
て
や
り
き
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
日
は
女
君
に
、
御
物
語
の
ど
か
に
聞
こ
え
暮
ら
し
た
ま
ひ
て
、
例
の
、
夜
深
く
出
で
た
ま
ふ
。（
中
略
）「
月
出
で
に
け
り
な
。
な
ほ
す
こ
し
出
で
て
見
だ
に
送
り
た
ま
へ
か
し
。
い
か
に
聞
こ
ゆ
べ
き
こ
と
多
く
つ
も
り
に
け
り
と
お
ぼ
え
む
と
す
ら
む
。
一
日
二
日
た
ま
さ
か
に
隔
つ
る
を
り
だ
に
、
あ
や
し
う
い
ぶ
せ
き
こ
こ
ち
す
る
も
の
を
」
と
て
、
御
簾
ま
き
上
げ
て
、
端
に
い
ざ
な
ひ
き
こ
え
た
ま
へ
ば
、
女
君
、
泣
き
沈
み
た
ま
へ
る
、
た
め
ら
ひ
て
、
ゐ
ざ
り
出
で
た
ま
へ
る
、
月
か
げ
に
、
い
み
じ
う
を
か
し
げ
に
て
ゐ
た
ま
へ
り
。
（
須
磨
・
二
二
三
）
明
石
入
道
の
居
宅
に
落
ち
着
い
た
後
、
京
の
紫
上
へ
返
事
を
認
め
る
折
に
も
源
氏
は
「「
鏡
を
見
て
も
」
と
の
た
ま
ひ
し
お
も
か
げ
の
離
る
る
世
な
き
を
…
…
」（
二
七
一
）
と
、
別
れ
の
際
紫
上
が
歌
を
詠
ん
だ
面
影
が
忘
れ
ら
れ
な
く
て
夢
か
ら
さ
め
や
ら
ぬ
心
地
で
い
る
こ
と
が
、
記
さ
れ
て
い
た
。
光
源
氏
、
須
磨
・
明
石
の

月

―
―
「
淡
路
島
の
月
」
を
中
心
に
―
―
一
一
四
梁
の
虞
騫
「
視
注
12月」
詩
（『
芸
文
類
聚
』
・
第
一
・
天
部
上
・
月
）
は
次
の
よ
う
に
、
佳
人
を
思
う
心
を
詠
う
。
う
清
夜
未
云
疲
清
夜
未
だ
疲
む
と
云
は
ず
い
さ
さ
ひ
ら
珠
簾
聊
可
發
珠
簾
聊
か
発
く
べ
し
泠
泠
玉
潭
水
泠
泠
た
る
玉
潭
の
水
映
見
蛾
眉
月
映
し
見
る
蛾
眉
の
月
ま
さ
靡
靡
露
方
垂
靡
靡
と
し
て
露
方
に
垂
れ
や
う
や
暉
暉
光
稍
没
暉
暉
と
し
て
光
稍
く
没
す
佳
人
復
千
里
佳
人
復
た
千
里
た
き
こ
つ
餘
影
徒
揮
忽
餘
影
徒
だ
揮
忽
す
る
の
み
清
夜
を
迎
え
た
が
、
ま
だ
疲
れ
は
せ
ぬ
。
簾
を
少
し
掲
げ
て
庭
で
も
眺
め
よ
う
（
首
聯
）、
そ
の
庭
に
は
玉
の
よ
う
な
潭
の
水
が
流
れ
、
水
に
は
蛾
眉
の
よ
う
な
三
日
月
を
映
し
出
し
て
い
る
（
頷
聯
）、
次
々
に
露
の
玉
が
こ
ぼ
れ
、
き
ら
め
く
月
の
光
も
や
が
て
消
え
て
ゆ
く（
頸
聯
）、
こ
ん
な
宵
に
あ
の
佳
人
は
千
里
の
彼
方
に
隔
た
っ
て
い
る
。
蛾
眉
の
餘
影
が
わ
が
眼
に
映
っ
た
の
も
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
間
、
忽
ち
消
え
て
し
ま
う
（
尾
聯
）。
「
庭
―
玉
潭
の
水
―
蛾
眉
の
月
」
の
構
成
、
き
ら
め
く
「
月
」
の
消
滅
、
ほ
ん
の
束
の
間
の
月
の
「
餘
影
」（
佳
人
の
面
影
）
―
と
、
佳
人
を
追
憶
す
る
詩
趣
は
、
ｈ
・
ｉ
の
源
氏
の
思
い
に
重
な
る
。
さ
て
、
先
の
ｉ
で
、
源
氏
は
岡
辺
の
宿
に
通
い
始
め
て
、
明
石
上
と
契
る
。
一
方
、
都
で
は
朱
雀
帝
が
眼
病
を
患
い
、
右
大
臣
が
薨
去
す
る
な
ど
凶
事
が
続
い
た
。
年
が
改
ま
り
、
病
悩
の
帝
は
弘
徽
殿
大
后
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
秋
七
月
廿
余
日
、
源
氏
召
還
の
宣
旨
を
下
す
。
源
氏
は
明
石
上
（
懐
妊
）
と
の
別
れ
を
惜
し
み
、
二
年
数
ヶ
月
ぶ
り
に
帰
京
す
る
。
八
月
半
ば
、
源
氏
は
権
大
納
言
に
昇
進
し
、
帝
と
対
面
す
る
。
ｋ
召
し
あ
り
て
、
内
裏
に
参
り
た
ま
ふ
。（
中
略
）
上
も
は
づ
か
し
う
さ
へ
お
ぼ
し
め
さ
れ
て
、
御
よ
そ
ひ
な
ど
、
こ
と
に
引
き
つ
く
ろ
ひ
て
出
で
お
は
し
ま
す
。
御
こ
こ
ち
例
な
ら
で
、
日
ご
ろ
経
さ
せ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
い
た
う
お
と
ろ
へ
さ
せ
た
ま
へ
る
を
、
昨
日
今
日
ぞ
、
す
こ
し
よ
ろ
し
う
お
ぼ
さ
れ
け
る
。
御
物
語
し
め
や
か
に
あ
り
て
、
夜
に
入
り
ぬ
。
十
五
夜
の
月
お
も
し
ろ
う
静
か
な
る
に
、
昔
の
こ
と
、
か
き
く
づ
し
お
ぼ
し
出
で
ら
れ
て
、
し
ほ
た
れ
さ
せ
た
ま
ふ
。
も
の
心
細
く
お
ぼ
さ
る
る
な
る
べ
し
。
（
明
石
・
三
〇
六
）
八
月
「
十
五
夜
」、
源
氏
が
帰
京
後
初
め
て
参
内
す
る
ｋ
の
場
面
は
、
二
年
前
の
須
磨
の
八
月
「
十
五
夜
」
の
ｃ
の
場
面
と
照
応
す
る
。
ｃ
で
は
須
磨
で
源
氏
が
殿
上
の
御
遊
や
朱
雀
帝
の
こ
と
を
「
恩
賜
の
御
衣
は
今
こ
こ
に
あ
り
」
と
偲
ん
で
い
た
が
、
ｋ
で
は
帝
が
「
昔
の
こ
と
、
か
き
く
づ
し
お
ぼ
し
出
で
ら
れ
て
」
涙
に
く
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
十
五
夜
の
月
」
が
往
時
を
想
い
出
さ
せ
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
「
月
」
は
、「
禮
斗
威
儀
曰
、
政
太
平
則
月
圓
而
多
輝
、
政
升
平
則
月
清
而
明
（
禮
ま
つ
り
ご
と
斗
威
儀
に
曰
く
、
政
太
平
な
れ
ば
、
則
ち
月
圓
く
し
て
輝
き
多
く
、
政
升
平
な
れ
ば
、
則
ち
月
清
く
し
て
明
ら
か
な
り
）」（『
芸
文
類
聚
』
・
第
一
・
天
部
上
・
月
）
と
あ
る
。
三
年
後
の
秋
、
明
石
尼
君
は
明
石
上
と
姫
君
（
三
歳
）
を
伴
い
、
大
井
山
荘
（
尼
君
の
祖
父
中
務
宮
の
別
邸
を
修
築
）
に
入
る
。
源
氏
は
造
営
中
の
「
嵯
峨
野
の
御
堂
」（
大
覚
寺
の
南
）
と
同
じ
頃
桂
に
設
け
た
「
桂
の
院
」
の
用
事
に
か
こ
つ
け
て
、
大
井
に
明
石
上
を
訪
れ
姫
君
と
も
初
め
て
父
娘
の
対
面
を
す
る
。
翌
日
、
源
氏
は
迎
え
に
来
た
殿
上
人
を
桂
の
院
で
饗
応
し
、
都
か
ら
使
い
を
よ
こ
し
た
冷
泉
帝
と
も
歌
を
交
わ
す
。
明
石
で
月
明
の
も
と
淡
路
島
を
望
ん
で
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
を
想
い
出
し
、
躬
恒
が
帰
京
後
「
所
か
ら
か
」
と
訝
っ
た
こ
と
な
ど
話
題
に
し
、
源
氏
が
「
め
ぐ
り
来
て
」
の
歌
を
詠
む
と
頭
中
将
・
左
大
弁
ら
が
唱
和
す
る
。
光
源
氏
、
須
磨
・
明
石
の

月

―
―
「
淡
路
島
の
月
」
を
中
心
に
―
―
一
一
五
（
源
氏
）
め
ぐ
り
来
て
手
に
取
る
ば
か
り
さ
や
け
き
や
淡
路
の
島
の
あ
は
と
見
し
月
（
頭
中
将
）
浮
雲
に
し
ば
し
ま
が
ひ
し
月
影
の
す
み
は
つ
る
よ
ぞ
の
ど
け
か
る
べ
き
（
左
大
弁
）
雲
の
上
の
す
み
か
を
捨
て
て
夜
半
の
月
い
づ
れ
の
谷
に
か
げ
隠
し
け
む
（
松
風
・
一
四
一
）
源
氏
詠
は
躬
恒
歌
「
あ
は
ち
に
て
あ
は
と
は
る
か
に
み
し
月
の
ち
か
き
今
夜
は
と
こ
ろ
か
ら
か
も
」
を
再
び
思
い
起
こ
し
、
都
で
眺
め
る
月
は
や
は
り
格
別
だ
と
、
躬
恒
の
感
慨
を
反
芻
し
て
い
る
。
源
氏
は
「
め
ぐ
り
来
て
」（
月
も
巡
り
、
自
ら
も
都
に
帰
っ
て
来
て
）
初
め
て
桂
の
院
で
躬
恒
の
歌
「
所
か
ら
か
」
の
真
意
を
実
感
し
て
い
る
。
退
去
中
の
源
氏
は
明
石
か
ら
淡
路
島
の
月
を
眺
め
て
躬
恒
の
故
事
（
淡
路
島
か
ら
「
あ
は
と
」
都
の
月
を
見
た
）
を
思
い
遣
る
と
い
う
迂
遠
な
方
法
（
物
語
の
方
法
）
で
し
か
、
都
の
月
を
仰
ぐ
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
注
注
1
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
は
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
源
氏
物
語
』
二
・
三
に
拠
る
。
注
2
高
木
正
一
注
『
中
國
詩
人
選
集
13
白
居
易
下
』（
岩
波
書
店
、
昭
33
・
7
）。
注
3
躬
恒
集
は
、『
私
家
集
大
成
中
古
Ⅰ
』
所
収
の
五
本
の
う
ち
、
Ⅳ
〔
西
本
願
寺
蔵
「
三
十
六
人
集
」〕
四
六
三
を
除
く
四
本
（
Ⅰ
〔
書
陵
部
蔵
五
一
一
・
二
八
〕
二
二
五
、
Ⅱ
〔
内
閣
文
庫
蔵
〕
一
三
〇
、
Ⅲ
〔
書
陵
部
蔵
五
〇
一
・
二
三
五
〕
一
一
四
、
Ⅴ
〔
正
保
版
本
「
歌
仙
家
集
」〕）
は
題
「
十
五
夜
（
の
）
月
」。
Ⅴ
は
第
二
句
「
あ
は
と
雲
井
に
」
の
「
雲
井
」
に
傍
書
「
は
る
か
」。
Ⅱ
は
結
句
「
心
か
よ
ひ
も
」
に
傍
書
「
と
こ
ろ
か
ら
か
も
」。
注
4
『
新
古
今
和
歌
集
註
高
松
宮
本
』（
古
典
文
庫
、
昭
62
・
2
）。
注
5
『
本
居
宣
長
全
集
第
四
巻
』（
筑
摩
書
房
、
昭
44
・
10
）。
注
6
契
沖
『
源
註
拾
遺
』
は
、「
貫
之
家
集
に
、
あ
は
と
見
る
道
た
に
あ
る
を
春
霞
か
す
め
る
か
た
の
は
る
か
な
る
か
な
。
六
帖
に
は
か
は
と
見
る
道
た
に
と
有
」
と
二
首
を
挙
げ
、
「
あ
は
と
」
は
「
か
れ
は
」
の
意
だ
と
説
く
（『
契
沖
全
集
第
九
巻
』
岩
波
書
店
、
昭
49
・
4
）。
注
7
契
沖
『
源
註
拾
遺
』
は
、「
あ
は
れ
さ
へ
と
は
月
の
く
ま
な
き
の
み
な
ら
す
、
こ
よ
ひ
の
あ
は
れ
さ
へ
残
る
く
ま
な
し
と
い
ふ
心
な
り
」
と
注
す
る
。
注
8
櫛
淵
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
吉
田
東
伍
『
増
補
大
日
本
地
名
辞
書
』（
冨
山
房
、
平
4
・
9
）
は
「
垂
見
村
塩
屋
の
境
川
の
古
名
か
」
と
す
る
。
注
9
西
宮
一
民
『
萬
葉
集
全
注
巻
第
三
』（
有
斐
閣
、
昭
59
・
3
）、
大
津
透
「
万
葉
人
の
歴
史
空
間
」（
国
語
と
国
文
学
、
昭
61
・
4
）。
注
10
伊
井
春
樹
編
『
源
氏
物
語
古
注
集
成
7
内
閣
文
庫
本
細
流
抄
』（
桜
楓
社
、
昭
55
・
11
）。
注
11
『
作
庭
記
』
は
『
日
本
思
想
大
系
23
古
代
中
世
芸
術
論
』（
岩
波
書
店
、
昭
48
・
10
）
に
拠
る
。
注
12
『
玉
台
新
詠
』
巻
五
で
は
、
何
子
朗
「
和
繆
郎
視
月
」
の
詩
に
作
る
。
（
余
田
充
・
四
国
大
学
文
学
部
日
本
文
学
研
究
室
）
光
源
氏
、
須
磨
・
明
石
の

月

―
―
「
淡
路
島
の
月
」
を
中
心
に
―
―
一
一
六
